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Kornmuller ('37)く12)， Woolard & Harpman 皮膚を縫合した。また無菌的な手術を一層完全にす
万単位のぺニシリンを注射した。10るため，術後Waller ('40) >，Dow ('39)<3&Bremer >，('39)<24
(2)および Ades('41)<1)らの形態学的および電気生 この後 7ないし 10日をへてから，ぺントパルピタ
理学的研究は，猫の聴覚領が Sulcussuprasylvius ール・ナトリウム液による麻酔下で，心臓より 10%
k囲ζまれた内側の域にあることを明らかにした。 の.フォルマリン液を濯流し，取り出した脳をさらに 
ついで，との領域は羽Toolsey& Walz1 ('42)<25)， 10日以上 10%のフォルマリン液で固定した。
Rose ('49)(19)，Rose & Woolsey ('49)<20)，Lilly 標本lζは，水洗後ゼ、ラチンl乙包埋した材料から 30 
枚の割で、1乙l枚4そのの凍結連続切片をつくり，μHind(15>，4)(1'52)，Ades ('51&Mickle 13)，('51)<
Diamond，Butler17)，Casby ('54)< &Perl )，('53)<9 用いた。なおその後者についてはさらに 3群陀区分
& Ne妊 ('57)<わ， Diamond & Ne妊 ('57)<8)およ
び Diamond，Chow & Neff ('58)<7)らにより，一
層詳細に規定され，さらに AI'An，EpI，Epn， 
Insulaおよび Amなどの一層細かな亜域に区分さ
れるようになった。ところで， これまでこの聴覚領
から起こる投射線維群に関する報告は少なく，特に
上記の各亜域から起こるそれについては，わずかに 
Whitluck & Nauta ('56)<23)および Desmedt & 
Mechelse ('59)<6)らによる簡単な報告をみる程度
で，そのほとんどが明らかにされていない。そこで 
著者は猫の Nauta染色標本を用い。問題の聴覚
領，特にその各亜域から起こる投射線維群につい 
で，いささかで、も明らかにしたいと思った。
材料および方法 
22匹の成猫を用い，そのうち 16匹についてはー
側性に，残る 6匹については両側性に手術をした。
その術式はぺントパルビタール・ナトリウム溶液の
腹腔内注射の麻酔下ι 皮膚および頭蓋腔を聞き，
さらに硬膜を切断して目的の皮質を露出した。皮質
の破壊Kは一部氏真空ポンプで吸引したものもある
がその他では可及的に同一大の傷を作る目的で，径
3mmの球形の歯科用ドリルを高速で回転し，球が
皮質内に埋れるまで静かにあてた。こののち硬膜を
縫い，骨の欠けた所I乙スポンゲ、ルをあて，筋および
し，その 1群Ir.Nauta染色を行ない，残る 2群に
ついては，必要に応じて Nauta染色ないしクレジ
ールバイオレットによる細胞染色を行なった。
所見 
[AJ Gyrus ectosylvius mediusの傷 (AI域
の傷〉
皮質の表面および切面からみて， 1号 (AlOL)， 
2号 (A2L)，3号 (M37R)の計3例の傷が Gyr.
ectosyl.med.すなわち諸家のいう AI域に全く限
局していた。それらのうち 1号の傷は図 1のように
Sulc. ectosyl.ant.のすヤ背側をしめ， 2号のそれ
はいく分尾方になり， 3号のそれは;さらに尾方をし
め，かつ前 2者のそれにくらべて大きかった。以上
のように 3例の傷は，同じ脳囲内でも局在を若干異 
l乙し，また大きさも異なっていた。しかし，それら
の傷から起こる投射線維群には，終止核内の局在を
別托すれば，大差がなかった。以下にその総合所見
を述べる。
傷から起ζった変性線維群は尾内側K向って内包
の後脚ないし後レンズ核束を経由し，まず一部の終
枝を被殻の尾 1/3高K与え，その残りはそのまま大 
脳脚に続くことなく，大部分が外側膝状体核の前端
が出現する頃の高さの視床網様核の域I乙移る。つい
で外側膝状体核の腹側を背内側に向ってまわり，新
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図1. 大脳半球の表面および前額断面から
みた各例の傷(1号-5号)。 
たに出現する内側膝状体核(以下 GM核と略す)の
前端にすすむ。 GM核が尾方高に向って増大するに
つれ，問題の線維群は外側および腹側から核内記侵
またこれまで集束性であったもの)，1入し(写真 
が頼粒状に分散しはじめる。 GM核が大脳脚と視索
との聞を腹外方に向けて一層増大する頃には図 2・A 
のように背外側から腹外側に傾いた鎌状の変性帯を
っくり，一層細かな頼粒群を含む(写真2)。 との
細かな頼粒群は GM核の小細胞部のみならず，大細
胞部にも関係し， GM核の中央高をすぎると急速に
消失する。残された疎大頼粒群は下丘腕内ないしそ
の附近K散じながら， GM核と内側毛帯とにはさま
れた域に出る。 ζのため尾 1/4高の GM核内では，
全く変性がみられない。ついで疎大頼粒群からは，
上正の中間灰白層内を尾内側に向う微量の頼粒群が
放出される。また上丘の中央高あたりで，深灰白層
内に下丘核の前端が出現すると，それをめがけて内
走する著明な頼粒群がわかれる(図 2・B)。 下正核
の増大につれ，後者は(写真，3)核の背内側にまわ
る群と腹外側にまわるものとになる。下丘核の中央
高あたりまでは，下丘腕附近より絶えず核に向う頼
粒群が放出されるが，その後は減ずる。しかし核内
で、は，細かな頼粒群が，その内側ないし外側に尾端
A B c 

図 2. Ar域の傷でおこる変性。 
BCI 下丘腕 LM内側毛帯 
CI 下 丘 核 LP 視床後外側核 
CM 視床中心核 PCS上小脳脚 
GL 外側膝状体核 Ped大 脳 脚 
GMm内側膝状体核大細胞部 Pul 視 床 枕 
GMp内側膝状体核小細胞部 SN 黒 質 
LL 外側毛帯
高近くまでみられる(図 2・C)。 なお，対側の下丘
核でもその背側および内側巳小量の変性頼粒がみ
れは下丘交連を経由したもζ)，4られるが(写真 
のである。また経過は明白でないが，傷と同側の外
側毛帯背側核の前端附近で，小量の頼粒状変性もみ
がmed. 1.Gyr.ectosy 。 以上は 5)られた(写真 
こわされた時K起乙る変性の総合所見であるが，そ
れに終止核内の局在関係を加味すると，一般に前方
の傷から起こる変性ほど，終止核の前方に局在する
傾向を示し，特にそれは被殻と GM核ではっきり
した。
(B J Gyrus ectosylvius anteriorの傷
この脳回がこわされた 2例のうち， 4号 (A7L) 
の傷は図 1のように Sulc.ectosyl.ant.の背前側
をしめていた。この傷から起乙る変性は，おおよそ
のそれに似ていたが，med. 1.Gyr.ectosy前述の 
若干の異なる投射線維群も放出していた。まず似て
いる点は，被殻， GM核，上丘中間灰層の尾部，両
側の下丘核，僅少ながら外側毛帯背側核に終枝を与
えていた乙とである。しかしそれらも核内の局在か
らみると， Gyr. ectosyl. med.のものよりやや前
方に終わり，特にその関係が被殻と GM核ではつ
きりした。つぎに異なる投射線維群とは，尾状核，
橋核および被蓋核らに終枝を与えていたことであ
る。なお，それらのうち尾状核に至るものは明白で
あったが，橋核および被蓋核に至るものは僅微であ
つ?こ。 
の前ant. 1.Sulc.suprasyの傷は)L(All号5
端をか乙む域，すなわち諸家のいう Am域に限局し
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ここから起こる変性線維群は，先)。1ていた(図 
述の Ar域群の場合と似ている点もあるが，むしろ
異なる点が多かった。その異なる点を述べると，ま
ず AJ域群の場合Kは変性をみなかった尾状核，橋
核および被蓋核l乙終枝を与えていたととである。こ
の点、は上述の 4号の場合に似るが，その変性量は 4
号より多かった。つぎに Ar域群ではもちろん，上
述の 4号でも全く無関係であった諸核R:，すなわち
同側の視床後腹側核ャ対側の三叉神経上知覚核とそ
の附近の網様体，薄束核および模状束核l乙明らかな
終技を与えていたことである。さらに Ar域群の場
合には，外側毛帯背側核lζ至る終枝がみられたが，
本例でははっきりしない。他方，似ている点を述べ
ると，・被殻， GM核および下丘の上端附近に変性が
みられた ζとである。それらのうち被殻に終わるも
のは， Ar域群および上記の 4号のものよりさらに
前方で，核の中 1/3の尾半を中心としてその前後民
多少ひろがった高さに至る。また Ar域群らではみ
えなかったが，本例では被殻を通過し，屑桃外側核
に至る微量の変性もみられた。つぎに GM核に終わ
るものは，内包および視床網様核腹側部を通過した
のち， この核に達していた。その高きは核の尾半民
移る頃で，それ以後，核の尾端高附近を除いて，核
の腹側部ないし腹内側部iζ終わっていた。その量は
つぎの下丘核およびその附近に終わるものに比して
多くない。下丘核およびその附近に終わるものは 
GM核を通過したのち上丘中間灰白層の外側部氏達
し，下丘核の上端が出現する頃の高きで2群にわか
れる(図 3・A)。 その 1群は中間灰白層を内側陀す
さらに一部が下)，7すんで，そこに終わり(写真 
丘交連をへて対側の下丘核附近に終わるようにみえ
さらに下丘)，8る。他群は深灰白層に入・り〈写真 
核の上端に達する。 
(CJGyri sylvii anterior et posteriorの背
側部 (Arr域)の傷 
Gyri sylvii ant. et post.で Sulc.pseudsylvius 
の背側端より背側の部分は，一般に Arr域ともいわ
れる。この部が限局的にこわされた 6号 (M46L)， 
7号 (M41 L) および8号 (A luR)の3例からは
〈図 4)，まず被殻に終わる変性が放出された。それ
が終わる高さは，核の尾 1/3高であるが， Ar域群
の 1号および2号のそれにくらべてみるといく分尾
方であり，内包の後レンズ核束を経白していた。さ 
らに微量であるが，核を通過して外側扇桃核iζ至る
念珠状変性もみられた。変性線維群は上記の皮質線
B 

図 3. A: Am域の傷による下丘核高の変性線維群 
B:聴覚領を含む広範な傷による下丘核高の
変性線維群 
CI 下丘核 PCS上小脳脚 
LL 外側毛帯 SGI 上丘中間灰白層 
LM内側毛帯 SGP上丘深灰白層 
NP 橋 核 SGS 上丘浅灰白層 
6 7 8 
9 10 II 
図 4. 大脳半球の表面および前額断面からみた
各例の傷 (6号-11号〉
条体および扇桃核線維を放出したのち， GL核の前
端が出現してまもない高きで，視床網様核の域に至
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るものと，大脳脚の外 1/3域lζ続くものとにわかれ
る。乙れら 2者の量はそれほど多くないが，特lζ前
者のそれが少ない。ついで，前者は GM核の腹内側
部を経由し，核の内側l乙局在する下丘腕の附近にい
くようにみえる。なお経過中 GM核K多少の終枝を
与えるようでもある。他方，後者は GM核と内側毛
帯との聞にできた域，すなわち Nucl.Paralemnis-
calis (Jasper & Ajmone-Marsan，'54)(10)をへる
12 13 14上述の既に下丘腕附近に)，6放線にかわり(写真 
ある変性線維群に合流する。乙れらの変性線維群は
下丘核に入り，その中 1んを中心とした高きで終わ
り，また一部は上丘中間灰白層の尾部に終わる。し
かし Ar域群のように対側の下丘核および同側の外
側毛帯背側核に終わるものは，はっきりしない。 
[DJ Gyri sylvii anterior et posteriorの腹側

部(Insula)の傷

この脳回がこわされた 9号 (A1L)， 10号 (A5L)

線条体に終わ)，4では(図(A1h)号11および 
る変性線維を除き，その他の核に終わるものは全く 15 16 17 
みられなかった。これら 3例の皮質線条体線維の量 図 5. 大脳半球の表面および前額断面からみた
はそれほど多くない。そのうち， Gyr. syl.post. 各例の傷 (12号-17号)
に傷のある 11号のそれは，後レンズ核束を経由し 前述のように被殻， GM核および下丘核に終わる変
て被殻の尾端近くに終わっていた。傷が Gyr.syl. 性もあったが，その他民外側膝状体腹側核，視床枕 
ant.にある 9号および 10号では，被殻の尾 1んの および上丘浅灰白層など 3核に至るものも出現し
前部に終わり，さらに中 1/3の高さの尾状核でも若 た。 12号および 14号のとれらの所見は， Gyr. 
干の変性らしい念珠をみた。 suprasyl.post.が乙わされた後述の 27号および 
[E J Gyrus ectosylvius posteriorの傷 28号のそれによく似る。しかしその変性量は，後者
乙の脳回がこわされたのは 12号 (A4L)，13号 のそれに比してはるかに少ない。
(A 9R)，14号 (M50L)， 15号 (A4R)，16号 (M 傷がこの脳回の腹側部lζ限局していたのは 17号 
47L)および 17号 (A6L) の6例である(図 5)。 である。その傷は図 5のように白質にも達してい
これらのうち，傷が中央部にあった 14号では，前 た。しかし皮質下のいずれの核にも投射がなかっ
述の AJI域群に似て同側の被殻， GM核および下丘 た。
核l乙終わる変性がわずかにみられた。しかし An域 [FJ 聴覚領の大きな傷
群のように扇桃核l乙終わるものはなかった。同じく 18号 (A3L)，19号 (M39L)， 20号 (M36R)，21 
中央部をこわした 15号と 16号のうち，後者で上記 号 (H3L)および 22号 (M38R)の傷は，図 6が示
の14号に比して一層微量であるが，被殻， GM核， すようにいずれも白質深く及んでいたので，聴覚領
下丘核，さらに外側扇桃核に至る微量の変性がみら の各亜域のみならず，傷の位置によっては周囲の脳
れた。 しかし 15号では被殻に若干の変性がみられ 回，すなわち Gyr.coronal.， Gyri suprasylvii 
たのみで，その他の核に至るものは全くなかった。 ant.，med.，et post.などから起乙る投射路もそこ
つぎに背側部の傷である 12号と 13号のうち，後 なっていた。したがって，それらは聴覚領の各亜域
者では，上記の 15号同様に被殻に至る変性のみが のそれぞれから起こる投射線維群を詳細にしようと
みられた。しかし傷がいく分尾方にある前者では被 する著者の実験目的からはずれていた。しかし，聴
殻に終わる変性がなしかわりに外側膝状体腹側 覚領から起こる投射線維群を総合的にみることには
核，視床枕および上丘浅灰白層に終わるものが現わ 役立った。そこでそれらの所見のうちから，特に聴
れた。また中央部が乙わされた 3例中， 14号では， 覚系の中継核l乙至る終枝について述べることにす
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18 19 20 
21 22 
|ま16. 大脳半球の表面および前額断固からみた
各例の傷(18号 22号〉
る。まず ζの場合 l乙も，変性線維群は同側の GM
核，下丘核および附近の灰白層，外側毛帯背側核，
対側の下丘核および附近の灰白層などの 4核に終わ
り，その他の中継核に至るものは全くなかった。乙
の結果は先述の AI域群の諸例lζ似る。つぎに各核
の変性線維群の量を相互に比較してみると，同側の 
GM核に最も多く，ついで下丘核に至るものが著明
であって，外側毛帯背側核および対側の下丘核i乙至
るものは僅少であった。この各核lとおける変性線維
量は AI域群のそれらに比して，いずれも著明であ
り，変性線維群の終止核における出現範囲および経
過などの点でも Ar域群の所見を補うものがあっ
た。まず GM核に至る終枝をみると，前後に一層広
い範囲に出現する。その最前方を占めるものは，外
側膝状体核の上端が出現する少し前方で，乙の核を
めざして視床網様核の域に移り，外側膝状体核の上
端はあたかもそれらの線維群を内側l乙押しわけるよ
うにして出現する。ついで問題の線維群は GM核
上端の背外側をかとみ， GM核の出現と共に微細な
頼粒群になりはじめる。他方，核の尾方lζ至るもの
は核の腹内側を占め，ついで Ar域群では変性の全
くみられなかった核の尾1んに至り，ほとんど核の
尾端近くまで存在した。しかしこの場合にも尾端附
近には変性がなかった。つぎに Ar域群の場合には 
外側毛帯背側核lと終わるものの経過が不明であった
が，本項の諸例の所見によれば，内包から視床網様
核および GM核に至る経過のものに劣らず，そのま
ま大脳脚に続く変性線維群が出現し，後者からは 
f、~uc l.	 paralemniscalisおよび一部の外側毛帯を経
由し下丘核に至るもの以外l乙外側毛帯背側核の前
方の一部に終わるものがあったぐ図 3B)。 
CG J	Gyrus coronalisおよ (fGyri suprasylvii 
ant.， med.，et post.の傷
この領域がとわされたのは 23号 (M31L)， 24号 
(M3h)，25号 (M36L)，26号 (M38L)， 27号 (V 
5L)，および 28号 (V12L)の 6例である(図 7)。
これらの各例からは，それぞれ種々の投射線維群が
起った。その詳細については他日述べる機会がある
と思うので， ここでは特に聴覚領の各亜域から起乙
る投射線維群に関係深いもののみについて要約する
と，線条体，橋核および被蓋核に終枝を与えた例 
(23号， 24号， 25号， 26号)， 視床後腹側核，三
叉神経上知覚核ないし脊髄路核とそれIζ隣接する網
様体，模状束核および薄束核などに関係あるもの 
(23号， 24号， 25号)， 外側扇桃核iζ関係しそうな
もの (23号， 24号， 25号)，外側膝状体腹側核，視
床枕および上丘浅灰白層に終枝を投射するもの (26
号， 27号， 28号)などに整理される。聴覚領の周
23 24 25 
26 27 28 
図 7. 大脳半球の表面および前額断面からみた
各例の傷 (23号 28号)
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間の皮質からは，上記のように聴覚領の各亜域から
起乙る投射線維群のかなりのものがみられる。しか
しとの場合に特に強調したい点は，聴覚領の各亜域
の場合のように， GM核，下丘核，および隣接の灰
白層，外側毛帯背側核などのような聴覚系の中継核
に至る線維が全くみられなかった乙とである。
考 按
猫の聴覚領が Sulcussuprasylvius にかこまれ
た内側にある乙とは，既K Kornmuller ('37)く123， 
Woolard & Harpman ('39)<24)，Bremer & Dow 
('39)<3)，Waller ('40)<22)および Ades('41)<1)など
托より報告され，またその後の諸家によっても確認
された。しかしその聴覚領からいかなる投射線維群
が起ζるかということ Kついてはそれほど明らかで、
なしわずかに最近の Whitlock & Nauta ('56) 
<(23)，Rasmussen ('60)<18うらにより次のように明
らかにされた程度である。すなわち Whitlock & 
Nautaらによれば聴覚領の Ar域および An域か
ら内側膝状体核に終わる投射線維が起ζ り， さらに
An域からは内側膝状体核の内側i乙接した外側網様
体K至るものもみられる。また Rasmussen rcよれ
ば，聴覚領から起こる投射線維群は同側の内側膝状
体核のみならず，同側の下丘核，外側毛帯背側核お
よぴ対側の下正核に終わる。
きて，聴覚領およびその周囲の皮質を乙わした著
者の所見によれば，聴覚領から起こる投射線維群の 
種類は，彼らの報告よりも一層多い。しかし， もし 
聴覚領を境した Sulcussyprasylvius K注目して，
その内外のいずれの域に関係深いかという点から分 
類すれば，それらは 2系に大別される。すなわちそ
の第一系は Sulcussuprasylviusの内側の域がこ
わされた時のみに変性するもので，同側の内側膝状
体核，下丘核およびそれに近接する上丘の中間灰白 
層の尾部，外側毛帯背側核および対側の下丘核およ
びそれに近接する上丘の中間灰白層の尾部などに終
わるものである。乙の第一系に属するものは，換言 
すると聴覚領の特殊投射線維群(特殊投射群)であ
る。他の系は聴覚領の傷でもみられるが， Sulcus 
suprasy1vi usの外側の皮質をこわした時に同程度 
ないしそれ以上K変性する線維群である。乙のいは
ば聴覚領の非特殊投射線維群(非特殊投射群)K 
は同側の線条体，扇桃核，視床後腹側核，外側膝状
体腹側核，視床枕，上丘の浅灰白層，橋核，被蓋
核，対側の三叉神経上知覚核と隣接の網様体，模状 
束核および薄束核に終わるものがふくまれる。以上
の2系の投射群のうち，特殊投射群の終止核のみは
上記のように Rasmussenの記載とほぼ一致する。
しかし Whitolock & Nautaらにより若干試みら
れたように，聴覚領を機能的および形態学的に異な
る各亜域に区分し，それぞれから起乙る特殊投射群
をしらべてみると，それらの構成および量にはかな
りの差がみられるのである。また彼らが述べなかっ
た非特殊投射群についてはその差が一層大である。
つぎに各亜域から起る投射群の特色を述べようと思
うが，あらかじめ聴覚領の区分についてふれてお
く。
聴覚領を機能的に異なる亜域に区分したのは， 
Woolsey & Walzl ('42)<25)が最初である。彼らは
嫡牛神経を刺激し，反応様式の差から背側部の主域
と第2域の 2域に区分した。との区分はその後，細
胞構築による Rose('49)(19)および内側膝状体核の
逆行変性像K基づく Rose & Woolsey ('49)く20)ら
により，特1:' Gyrus ectosylvius posteriorをし
める部分のみが改められて， AI' Anおよび Ep域 
の3域にされた。これら 3域のうち AIおよび An
域とはその後ほとんど問題がなく，それらの局在の
みならず Ar域が聴覚領の主部で An域が周囲の皮
質への移行部で、あることが，多くの人々によって認
められた。しかし Gyr.ectosyl.post.の背側半分
をしめる Ep域については若干の問題が残され，
Lilly ('51)(13)は反応様式の差からこの域をさらに
EprとEpnの2域に区分し共に聴覚領の一部に加
えたが， Hind ('53)<9)，Perl & Carby ('54)(17)は
Epn域，すなわち Gyr.ectosyl.post.の中央部の
みを聴覚領の亜域としその背側部 (Epr域)を聴覚
領からはずした。つぎに An域の腹側部のつづき，
すなわち Gyri sylvii ant. et post.で， Sulcus 
pseudsylviusの背側端を境としたその腹側部は，
一般に Insularregion (In域〉と呼ばれている。
>， ，3)くBremer & Dowこの領域は Waller<22 Ades 
ω，Rose(19 Rose & Woolsey(20九らの形態学的)， 
および Bremer & DowCヘAdes(l)，Woolsey & 
W alzl (25う Mickle & Ades ('52)(15)，Hind(へ 
Perl & Casby(l7)，などの電気生理学的実験によれ
ば聴覚領に含まれない。しかし Woolard & Harp-
manく仙の内側膝状体核をこわしたマ jレキ一所見に
よれば，聴覚領は Sulcusrhinalis近くまでひろが
('56)旺Diamond & Ne，Butlerまた り， (4)，
Diamond & Ne旺('57)<8)および Diamond，Chow 
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& Neff ('58)<7)らの聴覚領を剥離して内側膝状体核 すなわち Nuc1eus Paralemiscalis (Jasper & 
の細胞像をしらべ7こ研究では， ζの領域が内側膝状 Ajmone-Marsan '54(10)) を経由するものが多かつ
体核小細胞部の尾部に対応する。さらに近くは た。 Whitlock & Nauta(23)は前述のように A][域 
Desmedt & Mechelse ('59)(6)，Desmedt ('60)(5) から内側膝状体核l乙接する外側網様体， すなわち
が Gyrussylvius anteriotの前腹側部l乙Aw域を Nuc1eus peripeduncularis & Paralemniscalis 
設け， この域からは内側膝状体核と内側毛帯との間 (Olszewski & Baxter '54)の位置に終わる多数の
にはさまれる域に投射する線維があり，後者は鯛牛 線維をみたと述べているが，恐らく彼らは著者の上
神経腹側核の反応を抑制する経路につながると述べ 記の線維を誤認したものと思われる。 さて， Des-
ている。したがってこの域が聴覚領民属するものか medt ('59，'60)(6)(5)らlζよれば A][域の腹側にある
否かはなお検討の必要がある。聴覚領の残りの亜域 In域，特に彼らの Aw域からは内側膝状体核と内
は Sulcussuprasylvius anteriorの前端をか乙む 側毛帯との聞の域に終わる Specific descending 
Am域である。これは Tunturi(-'45)く21)によりはじ inhibitory pathwayが起こる。著者のこの域にお
めで犬で提唱されたが，猫にも存在することを後に ける傷は Desmedtらのものと完全に一致していな 
Mickle & Ades(l円 Per1& Casby(17)が電気生理 かったが，それに隣接した部で In域をこわしでも，
学的な立場から述べている。しかし Hind(9)のよう Desmedtらの線維束についてはもちろんのとと， 
K同じ電気生理学的な方法を用いながら，存在を否 特殊投射群についても全く変性がなかった。?こだ乙
定した人もある。 の領域の傷でみられた変性は，後述の非特殊投射群
猫の聴覚領は以上のように形態学的ないし電気生 K属する皮質線条体線維のみである。
理学的根拠から，少なくとも 5亜域以上に区分され Ep域が含まれる Gyrusectosylvius posterior 
ている。それらの亜域のうち，まず A1域から起こ の各部氏傷を与えた時R.，その背側部(例 2)と腹
る特殊投射群についてみると，同側の内側膝状体 側部(例 1)の傷では特殊投射群に変性がなかっ
核，下丘核，上丘の中間灰白層の尾部，外側毛帯背 ?こ。しかし中央部の傷の場合は複雑で， 3例中 1例
側核および対側の下丘核およびその附近の灰白層な では， A][域の像の場合とほぼ同程度に同側の内側
どに終わるものがある。すなわち特殊投射群に含ま 膝状体核，下丘核およびその附近に終わる特殊投射
れるすべての線維群の変性が A1域のみの傷で、みら 群をみた。つぎの 1例では変性量が少いので不確実
れる。なお上記の諸核に終わる変性線維群の量を比 であるが，ほぼ同様の特殊線維群が変性しているよ
較してみると内側膝状体核で最も多く，同側の下丘 うにみえた。しかし残る 1例では特殊投射群の変性
核に至るものがそれにつづき，その他の諸核に至る を全くみることができなかった。最後に Am域の場
ものはかなり少い。また一般に AI域から起こる特 合であるが，同側の内側膝状体核，下丘核およびそ
殊投射群の量は他の亜域から起こるものに比しはる の附近の上丘の中間および深灰白層に終わるものが
かに著明である。つぎに A][域から起こるものをみ 現われ，またこんせき的であるが対側のそのあたり
ると，同側の内側膝状体核，下丘核およびその朋-近 に終わるものがみられた。
の上丘中間層尾部に至るもののみで，その他の核に 以上は特殊投射群の各亜域における出現状況であ
至るものははっきりしない。しかも内側膝状体核お る。この特殊投射群は前述のように聴覚系の中継核
よぴ下丘核などに至るものも決して多くなく，特に ないしその附近に至るものであるから，乙れが聴覚
内側膝状体核に終わるものが少い。 A][域から起こ に何らかの意味で関与していPることは論をまたな
る特殊線維群の量が上記の AI域群のそ机に比して い。そこでこの出現状況に注目して各亜域をながめ
かなり少いことは，特に 1号 (AI域〉と 8号 (A][ てみると次のような関係が成立する。すなわち A 1
域)の変性量の比較から明らかであった。すなわ 域は最も関係深く ， A][域は周囲の皮質への移行部
ち，これらは同一動物の左右の皮質にそれぞれほぼ 的性格をもち， Gyrus ectosylvius posteriorでは
同一大の傷が与えられた例であった， 1号の変性の その中央部をしめる Ep][域のみが例によって移行
量が目立って多かった。なお， A][域から下丘およ 部的性質を示すことがある。また Am域も聴覚領に
びその隣接部氏至るものの経過をみると， A1域の 属せしむるべきだが，その性質は A1域よりも，む
場合のように内側膝状体核をへるものは少しむし しろ A][域に似ている。 しかし In域，また恐らく 
ろ大脳脚から内側膝状体核と内側毛帯との聞の域， Aw域は聴覚と関係が少いようにみえる。なお特殊
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投射群のうち内側膝状体核に終わるものについて
は，その起始部の終止部との間に局在的な対応関係
が成立するようなのでそれについてみると，聴覚領 
の前方部は内側膝状体核の前部 fL，尾方部は尾部
K，背方部は背外側部K，腹方部は腹内側部民投射
する傾向があった。この局在的対応関係は，聴覚領 
を剥離して内側膝状体核に起こる逆行変性像をしら
べた Waller(22)のそれと，つぎに述べる一部の点
を除き，その他の点ではよく一致した。その一部の 
点というのは腹方部についてである。彼によるとこ
の領域は内側膝状体核の大細胞部のみに対応する
が，著者の所見では大細胞部と小細胞部をふくめた
核の腹内側部に対応していた。そ乙で腹方部につい
てはなお若干の検討を要するが，大綱的にみて聴覚
領と内側膝状体核とは，その対応点が相互的に結合
されているといいうる。
つぎK非特殊技射群について述べる。乙の非特殊
投射群については前述のように多数のものがふくま
れるが，それらのうち常に相伴って変性するものを
それぞれ群にまとめてみると，線条体系(同側の被
殻および尾状核)，扇桃核系(同側の外側扇桃核)，
橋核系(同側の橋核および被蓋核)， 視床後腹側核
系(同側の視床後腹側核，対側の三叉神経上知覚核
と隣接の網様体，模状束核，薄束核)および上丘浅
灰白層系(同側の外側膝状体腹側核，視床枕，上丘 
浅灰白層)などの諸系統になる。 ζれら諸系統のう
ち線条体系は聴覚領の特殊線維が起こるすべての亜
域，すなわち Ar，An，Amおよび Epn域のみな
らず，それが投射されない Eprおよび In域から
も起こる。また Sulcus suprasylviusを外側に乙
えた脳回，すなわち Gyruscoronalis，Gyri sup-
rasylvii anterior et mediusからも起こり，さら
に教室に三橋 ('62)<聞によれば，視覚領の一部を除
きその他のほとんどの脳回からも起っている。この
状態はあたかも皮質線条体線維を投射する領域のわ
ずかー域として全聴覚領がふくまれたようにもみえ
る。扇桃核系は Am，An，Epn域，すなわち聴覚領
の腹側部から起こり，また外側の域では Gyrus 
coronalisからも起乙る。一般にこの系の線維群は
僅少である。橋核系は Am域とわずかながら Gyrus
ectosylvius anteriorの背側部すなわち ArとAn
域の前端部から起 ζ る。他方聴覚領の外側では
Gyrus coronalis，Gyri suprasylvii anterior et 
mediusからも一層著明に起ζる。視床後腹側核系
の聴覚領に関係する域はせまく，わず、かに Am域の 
みから起こる。しかし ζれが聴覚領の外側で関係す
る域はひろく， Gyrus coronalis および Gyrus
suprasylvius anterior，さらに教室の秋葉 ('60)<2)
および小平 ('60)(11)によれば Gyrus sigmoideus 
からも起ζ る。最後の上丘浅灰白層系は Gyrus
ecotsylvius posteriorの背側半部氏関係し，例に
よっては Epn域で聴覚領の特殊線維群と共に起こ
りうる。他方，これを外側にみると Gyrisuprasy-
lvii medius et posteriorで一層著明K起乙り，教
室の未発表の研究によれば視聴領の特殊線維群にあ
たる。以上のように非特殊線維群，すなわち他の感
覚ないし運動領からみればその部の特殊線維群にあ
たるものは，聴覚領の特殊投射群の起こる域と部分
的あるいは全体的に重さなりあって起こっている。
乙の重きなりの意義については，今のところ二つの
考え方ができる。その一つは人間K比して頭蓋腔が
一層せまい猫では，運動領と身体知覚領とがほとん
ど同ーの脳回で重さなりあったように，聴覚領も他
の機能領域と単純に重きなりあったという考えであ
る。他の考えは Mickle & Ades ('51，'52)<14)(15) 
によってみちびかれたものである。すなわち彼らは
聴覚領の Am域に前庭神経刺激に対する反応域およ
び身体知覚の反応域が重〆きなりあうことに興味をも
ち，特にこの域を Polysensoryprimary projec・
tion域とし，姿勢の保持ないし空間的指向に役立
っと考えたのである。しかしそのいずれの考えが当
をえているかということについては，今後の検討に
またなければならない。
;;.0.結 E岡 
22匹の成猫を用い，一側ないし両側性に計 28側
の大脳皮質を傷つけ，その Nauta染色標本から，
聴覚領およびその周回の皮質より起こる投射線維群
をしらベ7こ。
聴覚領から起乙る投射線維群には多数のものがふ
くまれていたが，聴覚領を境する Sulcussuprasy-
lvius K注目して分類すると，次の 2群になった。
第 1群は Sulcussuprasylvius ~こかこまれた内側
の皮質，すなわち聴覚領に関係して起こるもので，
いはば聴覚領の特殊投射線維群ともみなしうる。こ 
の群には同側の内側膝状体核，下丘核およびそれに
隣接する上丘の中間灰白層尾部，外側毛帯背側核， 
対側の下丘核および隣接する中間灰白層尾部などに 
終わるものが属する。他方，第 2群とは Sulcus
suprasylvius Kかこまれた内側の皮質のみならず，
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さらにその外側の皮質でも，内側主同程度ないし一
層多量に起ζるものであり，聴覚領の非特殊投射線
維群ともみなされうる。 ζのものについては，常lζ
相伴って変性するものをそれぞれ系統にまとめてみ
ると，線条体系(同側の被殻および尾状核)， 扇桃
核系(同側の外側扇桃核)， 橋核系(同側の橋核お
よび被蓋核)， 視床後腹側核系(同側の視床後腹側
核，対側の三叉神経上知覚核と隣接の網様体，模状
束核，薄束核〉および上丘浅灰白層系(同側の外側
膝状体腹側核，視床枕，上正浅灰白層〉などの諸系
統になる。
周知の如く，聴覚領は形態学的ないし電気生理学
的根拠から数種の亜域に細分されている。そこで，
乙の亜域と上記の特殊投射線維群との関係をみる
と， Ar域のように特殊投射線維群にふくまれるす
べての種類の線維を投射するものもあるが， Epr 
域， In域ないし Aw域のように全く投射しない域も
あり，また AJ[， Am，EpJ[のようにそのうちの一部
を除いてその他を投射するものもある。つぎに非特
殊投射線維群との関係をみると，線条体系はすべて
の亜域に関係して起こり，また橋核系および視床後
腹側核系は聴覚領の前方部 lζ，肩桃核系は中央部 
K，上丘浅灰白層系は尾方部にそれぞれ関係して起
乙っていた。
稿を終わるにあたり，常に御激励をたまわっ
た福山教授，御指導および御校閲をたまわった
草間前教授および大谷助教授に衷心より謝意を
表します。また標本作製ならびに写真撮影に御
協力下さった松井技官ならびに池田技官にも謝
意を表します。
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写真説明 
1. 猫 2号，左側内側膝状体核に入った集束性変性線維群 
2. 同 ，左側内側膝状体核の微細な変性終枝群 
3. 同 ，左側下丘核に至る変性線維群 
4. 同 ，右側下丘核の変性線雑群 
5. 同 ，左側外側毛帯背核の変性終枝 
6. 猫 7号，左側 Nucl.Paralemniscalisを通過する変急線維 
7. 猫 5号，左側上丘中間灰白屑の尾部に終わる変性線維群 
8. 同 ，左側上丘深灰白層に終わる変性線維群
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